
琉球大学学術リポジトリ

［抄録］沖縄本島におけるそ菜生産に関する報告書

言語: 

出版者: 沖縄農業研究会

公開日: 2009-01-29

キーワード (Ja): 

キーワード (En): 

作成者: 銘苅, 春定（抄録）

メールアドレス: 

所属: 

メタデータ

http://hdl.handle.net/20.500.12000/0002015069URL



12

沖 純 一 鹿 北 第 1巻 第 1号 (]962)

沖 縄 本 島 に お け る

そ 莱 盤 産 に 関 す る 報 告 書 (砂 銀)

祁即別判相で粟軸され､,尭鵬を儲地敏和筋､胴禰してその総裁を紺告別1た｡雌の報告憩は､今彼のを菜栽培の

MItJ･舵ついてあち妙捌鵬 は､ら猫額割'LてVlるので､その腫蘭を紺介する｡

1 沖 縄 本 島 に 於 け る そ 葉 園 芸 の 特 異 性.

を紫衛の生鮭は､,立地条件により馴眼を受けることが大きく､神郷ま気候的VZ:亜熱帯圏に入り､そ菜生産

上の特鼎性は次の二糊に大別される｡

1) 島 外 出 荷 期 冬春季は,】気候的にも恵まれているのでそ菜の生産も極めて容易であり､島内需

給や施外出荷のために､.この時糊のそ菜栽培は極めて重要である｡しかし､1-2月の低温期に披低温に敏感

な大根､由韮∴掴!瀕 蜘轟虹花芽分化を起して生産を阻害し､また､果菜濃の生育は著しく抑制されることが

予想される｡従 っでど品-ル､ポ リ洗チレンなどの利用が有効と甑戯れる｡

望) 鳥 内 向 始 期 澄秋季は､台風､嵩温乾燥､病虫帝の多発などの災薯が多く､栽培を菜の種類を制

限する上にその故暦紘甚だ樹確であるoLE.の瞭期においてそ菜生産を阻害する大きな原因は高温乾晩であるo

選挙の高温を人工的に降下させることは秘めて閑雅であるが､湛射光線を遮光し地温上昇を防tJ,でふ く射熱を

下げるためにヨシズやビニール網を張 ったり､地胞降下のため敷革あるVlは避鮎も有利である.しかしながら

沖靴に虫vlては､汲草のためにアフリカマイマイの被害が多く､また耕地生理がなされてVlないためにこれら

施設の導入を閑柾にしているo･したがって､今後按排地生理とアフリカマイマイの駆除を徹底すべきであるo

沖純紅は過当尭高冷地政なV,が､北部の山地開発により夏概李の端境期を解消することが出来るだろうし､云

レイシヨやその他の唖箇膏蛇にも用いられよう｡ (1B巽 へ訊 く)
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沖 縄 腰: 来 館 且巻 帝 1卑 (1962)

2■経 営 上 の 特 異 性 と 間i空匠 点

伸鵬の離礁敬班粟別働民酢相から見ると覗繭に比して経済的地位は著しく低下レこいる｡これを経常規模

や労働jJから見ると､5反米溝の出家が72/Oo'､自作脇が5･620'となり､また 農業従業者は男83J,000人,女111,0

00̂ で､塵命別に見ると,50才以上が34,00'をEIJ.めてVlる｡また趣豪の家計劫の虚業収入に刈する依存度を本土

の南海区 (鹿児島､宮崎)に対比すると､南荘区の77小82g'紅対し､神風で杖40.5%で遥かに低く､1町歩以上

の戯裸に港vlてすら盛業収入だけに披依存しえなvl実状であるOこのよう紅零研化した経営娩横の盛業におV,

ては,勝歯上の鯨的化を阻み零細化と虚業生産性の低下を撞く原因となるOしかしながら､今後の農業按塵約

的な栽培によって有利な換緋 物を取り入れるか､経営を協業化して大塊模な共同経営の方向に進まなければ

ならない乙とが予想される｡したがって､沖縄に患いては､常瀧施設､耕地巻理､耕地の交換分合,毒幾披カの

串人などが塵要綱牌として考えられなければならない.

3 今 後 の そ 薬 園 芸 の 軌 向

く1) 覇障 建 地 の 遵 成

油紙のモ菜生産は寮約を薬として､此華的恵まれた計画生産が行われ､各乾の際物を平等に卦担して栽培

している弧 都市近郊の輿的栽培地を鹸tnては尭 の々土壌条件に適した作物を選択し､粗放的馳皆把より塀盛

を上げ生盛コストの低減を姓かることが必要であるOま歴.樽産地の造成は他産地>_の競合をさけて生産過剰

を防止し､生産の安定を保つためにも必要であるO (51貫へヨ陳<)
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(2) 加 工 園 芸

沖隅のように季節的に生産が著しく変動する地方では､をの･気候風生を ･利用して安価 軌栗田を/:L･:産し加工

して盈秋季の欠乏bgl'に備えると共に蔽外に市場を求め輸ELJ,を計ることが必要かと.思われるO伽Lr.の方法は､従

来の乾燥や瀧物ではなく近代食紅適合する瓶蔀感奮やピックル､粉末食品に敦で逓むことを考え謬甜倉の均衡を計

ることが必蔭であるD 加工用として今後有望と思われるものは次のようなものと考えられる"

瓶 串瓶 詰 用 トマ ト､.ど-マン､ライマ ビ-ン､インゲン､ソラマメ､タケノコ､-ナヤサイなど

ピ ッ ク ル 周 キュウ リ､.ラッキョウ､-ナヤサイD

粉 末L 用 ホウレン草､ニンニク､玉礫､セル リー､.トマ トO

冷 凍 用 果菜類O

乾 燥 用 シ詞Tyガ､ トウガラシ｡

(:3 ) 晶 確J放 漫 及 び 採こ確 乎 集

を菜は食亜活の進歩.と共に鹿贋のものが野求され､また､盤鹿上枚数塵で栽培容易なものが要求されるの

で､耐暑性､耐病性､耐湿乾性など生理的撒性を具えた品柾の遜紋あるV,は育成が重圧夢であるO そのためJrこ

(5:Bj寛へ王統 <)
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神 泉犯 歴二 光塞 錦 lj静 解1卑 (1963)

は､.晶憶の導入をはかり､それらを母東とし食新品瞳の育成を進めて行 くことが大樹であるO

探唖事業は優良な晶櫛が成立すると､特産的に発展するものであるが､現在沖縄における種苗は殆んど米

国,日本に依存してV,るC,今後亜熱帯特有の亜態的な品種改皮が進めばこれ匿即応した採種事業は当然起るべ

きものである｡ 沖縄は気候的に温帯を葉の採櫛は不IFIIJ龍であるが､南方熟聯嶺に供給する亜熱帯借物の採憧

地よしては好適するものと思われるO近年南方蘭に供給する採離脱として鹿児島県の種子島や奄美大島が剰開

されているO種類としては､甘藍､-サヤサイ､ハクサイ､カラシナ､ホウレン草､シ皿ンギク､ダイコンな

どである｡ (琉封蔓戯駅 園芸係 =銘5柵静定)


